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昭和区消防表彰式 
1月19日(木)、昭和消防署で消防表彰

式が行われ、公職者として柴田議員も祝

福に参加しました。 

消防協力者・防災安心まちづくり運動

功労者の皆さんへの感謝状贈呈に次い

で、表彰状の授与が以下の皆さんに行わ

れました。優良防火管理者等の安全管理

優良者、地域防災活動推進功労として区

内全11学区のホーム・ファイヤー・モニ

ターズ・クラブの皆さん、優良消防団と

して川原消防団さん、無火災学区功績と

して吹上・村雲・白金・広路・川原消防

団の皆さん、各学区消防団から優良消防

団員として一名ずつ、ほか消防職員の優

良消防・救急・救助隊など。 

日ごろの防火・

消防・救急・救助の

努力に感謝と敬意

を表します。 

党推

薦の地域環境審議会委員
ら と

懇談 
1 月 26 日(木)、党推薦の地域環境審

議委員の皆さんと、環境保全活動実施者

という公募枠で審議委員になられた方

12 人にお集まりいただき、党市議団と

懇談しました。 

名古屋市には、各区に「地域環境審議

会」という市長の諮問機関が設置されて

おり、市会議員各会派の推薦する委員を

含める規定になっています。この審議会

は大気汚染などの公害が深刻化してい

た 1973 年(昭和 48 年)に制定された

公害防止条例で「地域公害審議会」とし

て設置され、1996年(平成 8年)に、公

害防止条例が環境基本条例に変更され

たことに伴い、「地域環境審議会」と名前

が変更になりました。 

審議委員には議員並みの調査権限、市

長に意見を述べる権限が与えられてい

ます。地域環境を守るために作られたこ

の優れた制度を有効に活用できるよう

情報交換を活発に行っていこうと確認

しました。 

エコ男 ・

エコ女のゴミッションパンフ
配布

中  
名古屋市環

境局の企画で、

名古屋造形大

学、名古屋学芸

大学、広告デザ

イン専門学校

の学生らが制

作した「エコ男
メ ン

・

エコ女
ジ ョ

のゴミッション[GO-MISSION]」パンフ

レットができました。若い感性で、３R

（リデュース・リユース・リサイクル）の

具体的な行動や、Q&Aがまとめられて

います。新生活を始める若者の皆さんに

手渡せるよう区役所や環境事業所で無

料で配布しています。A5版16ページ。 

問合せ：環境局ごみ減量部減量推進室

Tel:052-972-2398  

来年度予算要望概要⑫ 
9月9日(金)に市長に手渡した、党市議

団の来年度予算編成に向けての249項

目の要望です。（連載最終回） 

231. 西区役所跡地の利用計画については、具

体化の進展がないまま６年以上経過し

ている。地域住民の要望を踏まえ、高齢

者福祉や子育て支援などへの有効活用

をめざし、速やかに利用計画を整備する。 

232. 中村区役所改築に向けた基本構想策定

調査が行われているが、移転候補地での

住民説明会の開催をふくめ、避難所の確

保などを求める地域住民の要望を基本

構想に反映させる。 

233. 市職員定数の削減をやめる。教員、看護

師、保育士、消防士、ケースワーカー、

給食調理員、図書館司書など市職員の正

規採用を増やす。スクールカウンセラー

など相談業務に従事する職員について

は希望する職員は正規職員へ積極的に

転換する。官製ワーキ

ングプアとよばれる

非正規職員の待遇を

抜本的に改善する。 

234. 水道局について、上下

水道の技術継承や大規模災害時の対応

に必要な新規職員を計画的に採用する。 

235. ごみ収集現場職員について、日常的な住

市会議員柴田民雄 活動日誌 
● 25(水)：指定都市市長会シンポ in名古屋「いか

せ、スポーツの力!」 

● 26(木)：党関係地域環境審議会委員との懇談 

● 28(土)：広路学区市政アンケート回答者訪問 

● 29(日)：村雲学区・吹上学区市政アンケート回答

者訪問 

● 31(火)：定例朝宣伝[鶴舞駅], 吹上・御器所・松

栄・村雲学区市政アンケート回答者訪問, 市民文

化の振興を考える会 

●  
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民サービス向上と、安定的な技術継承、

及び災害時のセーフティネット維持に

必要な人員を確保するため、新規職員を

計画的に採用する。 

（税務・市民税減税の見直し） 

236. 大企業・高額所得者優遇の市民税５％減

税は、意図的に財源不足をつくり出し、

公的福祉の縮小・解体をすすめる「行革」

のテコにされている。５％減税は中止し、

福祉・くらし充実のための財源を確保す

る。 

237. 市税事務所及び債権回収室による一律

かつ強制的な徴収及び差し押さえは行

なわない。 

238. 地方税法の改正を踏まえ、滞納者の生活

と営業の実態に寄り添い、相談者の意向

を十分に踏まえて納税猶予・換価の猶

予・分割納付及び処分停止の制度を柔軟

に適用する。 

239. 税務担当職員が小規模事業者について

の理解を深めるために、小規模事業者の

役割や所得、営業実態などを研修項目に

加える。 

240. 市税事務所を廃止し、税務課及び納税課

の機能を区役所に戻す。税金や保険料な

ど、市民の家計と暮らしに関する相談に

総合的に応える体制をつくる。 

241. 市民税減免の申請期限を延長もしくは

撤廃する。 

242. 納税者の権利保障を明らかにした「市民

納税者憲章(仮称)」を制定する。 

（平和と人権行政） 

243. 市長の南京大虐殺否定発言を撤回し、侵

略戦争と植民地支配への真摯な反省を

前提にした友好都市交流をすすめる。 

244. 「平和首長会議」加盟都市にふさわしい

非核平和行政を推進する。核兵器禁止条

約の締結に向けた交渉開始を支持する

とともに、被爆者の活動支援を強化する。

核兵器の廃絶を明言した非核平和都市

宣言を行う。 

245. 市街地における行軍訓練の中止を陸上

自衛隊に申し入れる。中学校の自衛隊基

地での職業体験実施を取りやめる。陸上

自衛隊高等工科学校の募集案内を市内

中学校において配布しない。 

246. 名古屋空港の基地機能強化とブルーイ

ンパルスの曲技飛行に反対する。 

247. 軍艦船の入港及び武器や資機材の搬入

搬出をふくむ名古屋港の軍事利用に反

対する。 

248. 武力攻撃を前提にした国民保護法に基

づく対応では市民生活を守れない。国民

保護法の廃止を国に求める。 

249. いわゆる「ヘイトスピーチ対策法」の成

立を踏まえ、施設管理に関する条例に禁

止行為の明確なガイドラインを設ける

など、ヘイトスピーチの未然防止と解消

に向けた実効性ある対策に取り組む。

「人権都市宣言」（仮称）を行い、民族差 

 

第 23 回：冬空はオールスター  

冬の空は一等星や星雲、変光星などがひ

しめくオールスターキャストになっていま

す。今月はそれに金星・火星が花を添えてい

ます。 

南に向かって正面の見事なオリオン座、

腰にはオリオン大星雲。その左肩のベ

テルギウス、小犬座のプ

ロキオンとおおい

ぬ座のシリウ

スを結ぶ冬

の 大 三

角。西

の

空 に

は 17日

に再大光

度となる金星

と、そばには赤い

火星が見え、北西には

アンドロメダ姫（膝には肉眼で見える唯一

の銀河系外星雲アンドロメダ大星雲がいま

す）とその母カシオペヤのW字、父ケフェウ

スの5角形、そして手に持った切り落とした

魔女メドゥーサの首(変光星アルゴル)を使

って化けくじら（くじら座）から姫を救った

ペルセウス。おうし座の肩のプレアデス星

団（和名すばる星）も見所です。東には春の

星座しし座もあらわれ北東には北斗七星が。

天頂付近にはぎょしゃ座の5角形、一等星は

カペラです。ふたご座のカス

トルとポルックスは2

等星ながら存在

感がありま

すね。 

防 寒

対 策

を

し

っ か

りして

冬の空を

お楽しみくだ

さい。 
（星図は国立天文台天文情

報センターより2月中旬の8時ごろの空） 

協力弁護士と初回無料で法律相

談ができます【予約制・30分】 

第２金曜日：午後 2 時〜4 時 

緊急の場合などご相談下さい 

2 月 10日(金)午後 2時～4時 

2 月 28日(火)午後 6時～8時 

3 月 10日(金)午後 2時～4時 

4 月 14日(金)午後 2時～4時 

 

無料法律相談のご案内 

西友御

器所店 
国際高校

グランド 

塩
付
通 

山王通 
←御器所駅 川名駅→ 

昭和署 

広路通 5 

塩付通 4 

柴田民雄事務所 昭和区南分町 3-3 
御器所駅・川名駅から徒歩 11分

P 南分町 4 

広路通 1 

生
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別や性的マイノリティの排除を許さ

ず、市民の人権と個人の尊厳を守る立

場を明確にする。（連載終了） 

北 

西 

南 

東 


